
　　－　　--音色が結ぶ

　支援と感謝
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就
実
中
・
高
、
大
総
高
と
共
演
へ

　被災地との「絆」、音色にのせて伝え

ようｰ。東日本大震災で津波の被害を

受けた岩手県大槌町の大槌高校と、就実

印・高校（岡山市北区）の吹奏楽部による

コンサートカ討9日､岡山市内で開かれる。

本番が近づき､就実の生徒たちは「心温ま

る演奏を」と練習に熱を入れている。

東日本

~大震災

ふIMﾌﾐ……:､万

　
大
槌
町
で
は
、
国
際
医
療
Ｎ

　
　
　
　
ア
　
　
ム
　
　
ダ

Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
岡
山

市
）
が
震
災
後
、
仮
設
診
療
所

を
開
い
て
活
動
。
そ
の
後
、
轍

灸
院
を
備
え
た
健
康
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
字
・
‐
‘
を
開
き
、
支
援
を
続

け
て
い
る
。
学
校
に
文
房
具
や

学
生
服
を
贈
る
な
ど
、
教
育
面

で
も
支
援
し
て
き
た
。

　
　
「
支
援
の
お
社
に
、
演
奏
で

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
大
槌
高
の
思
い
に
応
え

る
た
め
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
被
災
他
支
援
に
つ
い

て
講
演
し
た
就
実
に
打
診
。
両

校
の
共
演
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
交
通
費
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
援
助
す
る
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
部

具
た
ち
は
改
め
て
、
発
生
１
年

の
今
も
復
興
の
途
上
に
あ
る
被

災
他
の
現
状
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｍ

｜

｜

本
番
に
向
け
て
、
練
習
に
熱
を
入

れ
る
就
実
中
・
高
校
の
吹
奏
楽
部

員
た
ち
＝
岡
山
市
北
区

･岡山でコンサート19日－
一

ヽ
―震災､感じ取りだt

［
‐
－

Ｄ
Ａ
の
説
明
を
聞
い
た
。
大
槌

高
は
避
難
所
に
な
り
、
ピ
ー
ク

で
土
千
人
近
い
町
民
が
生
活
。

生
徒
た
ち
が
炊
き
出
し
や
物
資

の
仕
分
け
を
手
伝
っ
た
。

　
荒
弁
慶
佳
さ
ん
（
２
年
）
は

　
「
被
災
他
の
写
真
を
見
て
、
地

面
と
恩
っ
た
ら
、
そ
れ
が
町
を

の
み
こ
ん
だ
海
水
の
水
面
だ
っ

た
。
本
当
に
驚
い
た
」
。
部
長

の
荒
海
幸
代
さ
ん
（
２
年
）
も

　
「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

手
を
差
し
仲
べ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
恩
っ
た
」
と
い
う
。

　
当
日
は
、
大
槌
高
1
4
人
と
就

実
中
・
高
6
3
人
が
舞
台
に
立

つ
。
大
総
高
が
「
北
国
の
春
」

な
ど
演
歌
メ
ド
レ
ー
、
就
実
は

　
「
陽
は
ま
た
昇
る
」
な
ど
を
演

奏
。
一
緒
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド

　
レ
ー
を
披
露
し
、
最
後
は
ヱ

　
る
さ
と
」
で
締
め
く
く
る
。

　
　
赤
木
敬
さ
ん
（
２
年
）
は

　
二
緒
に
い
い
演
奏
を
す
る
こ

　
と
で
、
少
し
で
も
震
災
を
感
じ

　
取
り
た
い
」
と
力
を
込
め
て
話

　
し
た
。

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
は
1
9
日
午
後
６

　
時
か
ら
、
岡
山
市
北
区
奉
還
町

　
士
丁
目
の
オ
ル
ガ
ホ
ー
ル
で
。

　
無
料
。
事
前
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
０
８

　
６
ｅ
２
５
２
・
７
７
０
０
）
に

申
し
込
み
が
必
要
。

（
塩
野
浩
子
）
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